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1.は じ め に

 す で に別稿 でも紹介 しておいた ように,ミ クロネシアの トラック諸島 には 「女 性が

土地,人 間,あ るいは母系集団を産む」 とい う類の慣用旬があ る[河 合 1978:206;

KへWAI l987]。 そ れは 「女性が土地 に子供 を産んで殖やす」 とい う意味なのだが,

そ れに して も,な ぜ人間 だけでな く,土 地や母系集団 まで 「産む」 と表現 され るのだ

ろうか。

 興 味深い ことに,ト ラックと同様,母 系社会で あるメラネ シアの トロブ リア ンド諸

島 にも,先 述 の 慣用句 とよ く似 た言 い回 しが ある。 筆者 は,ト ロブ リア ンド諸島の

女性の象徴的役割 を 再分析 した ブ リン ドレイの 著書 を通 して,ト ロブ リアン ドにも

「私の菜園の腹(子 宮)は 子供がで きると膨 れ る」 という慣用句のあることを知 った

[BRINDLEY  l 984:17]。

 ブ リンドレイは,ト ロブ リア ン ドの菜園 と女性 とが象徴的 にパ ラレルな関係 にある

事実を,マ リノフスキーを はじめとす る調査 者のデータを広 く収集 して再分析 した。

菜園 は女性の腹 に,作 物 は人間 の子供 に類比 され る。重要な作物であるヤムイモは,

「耳」「目」「身体」「喉 」を持 ち,人 間 と同 じ活動 をす ると信 じられている。 さ らに,

ヤ ムイモ は 「菜園の子供」 と呼ばれ,ヤ ムイモの成 長と子供の成長 とが同一視 されて

い る。菜園 には女性 の身体名称 がつけ られて いて,菜 園の隅 は 「乳房・乳頭」(nunula),
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耕作された部分は 「腹 ・内側 ・子宮」(勿o%-la)と 名づけられている。前者のnunula

の接頭語は 「同じサブークラン」を表している[BRINDLEY 1984:17-18]。

 もちろん,オ セアニアにおける土地 と女性との隠喩的関係は早 くか ら知られていた。

天なる父と母なる大地の結合 によって生産物が豊穰になるという信仰は広くオセアニ

アの各地から報告されているし,菜 園が女性の子宮ないし身体 と,作 物が菜園の子供

と考えられる事例 も少な くない1)。しか しながら,そ れが社会と文化全体の秩序の中

で系統的に充分明らかにされてきたわけではない2》。

 土地 と女性の象徴的関係を分析 したブリンドレイの視点は,確 かにトラックのデー

タに照 らしても魅力的である。明らかにそれは トラックとの比較可能性を示唆 してい

るからである。

 次節以下で検討するように,ト ラックでも,女 性の腹は土地 と同一視されている。

ちょうど腹が身体の中心にあって,食 物を貯え生命の再生産を行 う場であるように,

土地も食物(作 物)を 貯え,生 産を行 う場である。事実,菜 園で最 も作物のよくとれ

る土地はヌーカン(nuukan 腹)と 呼ばれている。

 しかしなが ら,ト ラックの場合をより詳 しく検討してみると,女 性の腹は,島,村,

氏族,家 のような,よ り広い社会文化的脈絡において中心性の象徴となっていること

がわかる。さらにまた,本 論の後半で論じるように,食 物と感情の座である腹 は,冷

静な思考(こ れは 「石の心」 と呼ばれる)の 座である頭に対照させるとき,そ の意味

がより明確になる。腹が家庭内領域の女性の象徴であるとすれば,頭 は(村 の リーダ

ーが 「頭」 と呼ばれるように)政 治領域を管轄する男性の象徴である。このような,

頭と腹,政 治領域と家庭内領域,男 性と女性の二つの中心性(ヌ ーク)の 分離と相補

性こそ,ト ラック文化の基本的な理念であると考えられる。

 それは,土 地 と女性の隠喩的連合の問題が実は男性と女性の性差の問題でもあり,

1)BRINDLEY[1984:74-81]が すでにこの問題に関するオセァニアの研究を整理している。

2)ト ロブリアンド諸島の女性の象徴的役割を論じた人にワイナーがいる。ワイナーはその一連

の研究[wﾘINBR 1976,1978,1980]を 通 して, トロブリァンドの女性は生命の再生産と祖霊

の血の再生産を行うことにより母系集団のアイデンティティと永続性とを可能にする役割を持

つと論じた。彼女はそれを,交 換,駆 け引き等の社会関係を視野に入れながら分析している。

 ブ リンドレイの トロブリアンド研究に対してワイナーが,女 性の菜園活動における政治的意

味が分析されていないという強い不満を表明したのは,お そらくそのような下地があるからで

ある[WEINER 1987]。

 しかしながら,た とえそのような欠陥があるにせよ,オ セアニアにおける土地のコスモロジ

カルな意味を丁寧に掘り起こして整理 したブリンドレイの仕事は,少 なくとも本論の立場から

すれば小さくはない。ヤング[YOUNG 1986]も その書評で,理 論的には弱いが文献考証にす

ぐれているとして 「メラネシアの性差(gender)研 究にささやかな貢献をしている」と,消 極

的ながら肯定的評価を与えている。
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かつまたそれはトラックの社会文化秩序全体の脈絡の中で考察されるべきことを示唆

している。それゆえ,ま ず次節において,筆 者が住み込んだウ ドット島のマニティウ

(Mwaanitiw)村 のデータから3),神 話と伝説を手がかりに,ト ラック全体の社会文化

秩序における中心の概念の位置づけと意味とを確認することから始めたい。

H.神 話 ・伝説 に み る中心

 トラ ックの伝統 的信仰生活の中心 は,天 界 に住 む最高神の エヌーナ ップ(En洄nap),

その 兄弟のセメ ンカーロル(&〃 襯ん66707),そ して エヌーナ ップの子供 と考え られてい

るヌークエイネ ン(Nuukeyinen)の 三 神 であった。 天地創造 の神 は,エ ヌーナ ップと

セメ ンカー ロルであ る。 トラ ックのイタ ン(itang 戦 争,策 術,外 交,神 話,伝 承な

どの知識を持 つ専 門家)の 間 には次 のような話 が伝承 されて いる4)。

 太 古の昔,エ ヌーナ ップ とセメ ンカーロルが,天 か ら地へ何か雨のよ うな ものを降

らせた。その とき大地が大 き く揺れ動 き,大 地の最下層 に住む神 ソーロー ン(366γ66π)

が,水 蒸気のよ うな白い煙 を天空に向って立 ち昇 らせ た。す ると,そ れ らが結合 して

大 きな渦巻 きが生 じた。 こうして,地 上のあ らゆ る生命の源 であって,世 界 の人 間の

運命 を左右す る,目 に見 えない不可思議 な力 で あ るマナマ ン(manaman)が で きた。

マナマ ンは動植物の生命原理であ り,人 間 を動かす神秘的な力であるか ら,明 らかに,

ポ リネシアのマナ(mana)と 同 系統 のものであ る。 トラックで は,天 と地の結合 によ

って生 じたマナマ ンが大地 に播かれた と伝え られて いる。

 エ ヌーナ ップ とセメンカーロルが天 と地の 中間(nuuk)に 遣 わ したのが ヌークエイ

ネンである。 ヌークエイネ ンは,最 高神の命令 を地上 に伝え,地 上 の出来事を天 に知

らせ る任務 を持 って いた[神 の中心性 は 「ナ ップ」(大 きい意)と か 「ヌーク」(中 心

の意)と か いう神 々の名前その ものに示 されて いる]。

 トラックで は,こ の三神がすべての霊 的存在 の中心 であり,人 々はさまざまな機会

にこの三神 を崇拝 した。 この神 々は人間を愛 し,殺 人 ・窃 盗の ような悪 い行為 を戒め,

良 い行 いをす る者 には利益を与 えたが,逆 に,悪 い行 いをす る者 には,遠 島,病 気,

死 の ような災 いを もた らした。

 と ころで,エ ヌーナ ップ は さ らに,地 上 に二人 の キ ョウダ イ,ニ オ ウプ フェヌ

3)ウ ドット島は トラック環礁のほぼ中央部に位置する。ウドット島の調査にあたっては,園 田

学園女子大学海外研修費(1987年 度)の 助成を得た。

4)イ タンの知識については,ウ ドット島の旧総首長キントキ ・ヨゼフ(Kintoky Joseph)氏 よ

り教えを受けた。
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(ハ碗0観 ψψ ηの とネー ウォーニフェヌ(ハ 伽ω00η擁 ηの を遣 わ した。 ニオ ウプフェヌ

(土 地を産 む意)と ネーウォーニ フェヌ(子 供 を育てて土地 に与える意)は,大 地 に

人間の子供 を産ん で殖や した5)。

 人 間が殖 えて のち,ト ラ ックへ最初 に移住 して きた人 々は,コ シャエ島か ら渡 って

きて,ま ず トラック環礁の西側の水道(入 口)か ら入 った。 けれど もあいにくの天候

で視界 が閉 され,前 方 に何 も見えなか った。 ちょうどカ ヌーが トル島(ト ラック最大

の島)の 近 くまで来た とき天気が回復 して,突 然,前 方 に トル島の高 い山 々が立 ち塞

が った。人 々はその山を見 て6),口 々 に 「山だ!」 と叫んだ。以来,こ の環礁 は トラ

ック(Truk 山 の意)と 呼ばれ るよ うにな った。

 しか し,ち ょうどその時,潮 の流れが速 くなって それ以 上近 づけなか ったので,一 旦

水道 の外へ 出て,迂 回 して別の水道 か ら入 り直 し,モ エーン島のメチテ ィウ(Mechitiw)

村 へ 到着 した。それゆえ,現 在 の主島であるモエ ン島が トラック全体の伝承上の発祥

地 とな った。その後,人 間 が殖 えるにつれて,モ エン島か ら周辺 の島 々に移住 して行

った。

 ウ ドット島に最初 に移 り住ん だの は,二 人の姉妹,ニ ーサモ レーノン(Niisamz�-

reenon首 長 の妹 の意)と ニ ーラポ レーソ ン(醐 噸 ωo瑠50π 「そこに住 む」意)で あ

る。 この姉妹がまずマニテ ィウ村 に住 み,そ こで子供を産ん で殖や した と伝え られて

いる。

 さて,か つて ウ ドッ ト島 は,伝 承上の発祥地で あるマニテ ィウ村の他,ペ ニア(Pe-

niya),モ ノ ウェ(Monowe),ト ゥ ンヌーク(Tunnuuk),ウ ォニ ップ(Woonipw),

フ ァナマ(Fanama)の 合 計6つ の村 か ら成 って いた(図1参 照)。 さらに,表1に 示

したよ うに,こ の6つ の村 は西側 と東側 の二つのグループに分 かれていた。西側 には,

マ ニテ ィウ,ペ ニア,モ ノウェ,フ ァナマが属 し,東 側 には トゥンヌークとウォニ ッ

プが属 した。 マニティウと トゥンヌー クがそれぞれのグループの中心であ った。

 伝 承 によ ると,ト ラ ックに最初移住 して来たのはサプヌピ(S�z�nupi)氏 族 であ っ

た?》。 ウ ドッ ト島 に最初移住 した二人 の女性 もこの氏族の 出であ った。 後 に,さ まざ

まな氏族 が このサプヌ ピ氏族 より分かれ た。

5)こ の二人の神のうち一人が男性であるか女性であるかはまだ明確に断定できない。ニオウプ

 フェヌは明らかに女性であるが,ネ ーウォニフェヌも接頭語ネー(nee)が 女性を表わすと思わ

 れ るので,お そらく女性である。

6)ト ル島のウィニ ・プウェー ト(Winipw鳬t)山 が最高峰で,海 抜443 mあ る。ウィニ ・プウ

 ェー トとは 「鼻の上」の意味である。この山をウドット島から眺めると人間の鼻の形に見える。

7)本 論では,母 系出自集団に相当するトラックのエイナン(eyinang)と エテレケス(eterekes)を,

 ま とめて 「母系氏族」あるいは単に 「氏族」と呼ぶ。エイナンは一般にエテレケスより範囲の

 広い母系のメンバーを含む。
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図1 ウ ド ッ ト 島 地 名

太い破線はかつての行政区分である。

ヌクヌウァファウ,イ ナカ,ネ ーポンの村としての独立は新しい。

「首の後ろ」の意味を持つヌクヌウァファウの名称は,島 の頭にあたる

マニティウと島の腹にあたる トヴンヌークとの関連でつけられているも

のと思われる。

 サプ ヌピ氏族 がウ ドッ ト島を支配 していた時代,マ ニテ ィウ,ペ ニア,フ ァナマは

一つの村であった
。 ところが,そ の後,フ ェフ ァン島 に興 った一氏族,サ ペ ノ(Saψe一

π6)氏 族 が勢力を持 ち,戦 争でサプ ヌピ氏族 を 倒 して ウ ドッ ト島の支配権 を確立 して

か ら,サ ペノ氏族 の総首長(sowupmptvdin)8)の 息 子 たちがそれ ぞれの村の首長 に任 命

されて独立の村 になった と伝 え られて いる。

 第 二次大 戦後,以 上の6つ の村 に加えて,ネ ーポ ン(Neepwon真 中の意)が ウォ

表1 ウドット島の村の名称とその意味

西側グループ

   マニティウ……よそか ら来た人々の世話をする意

    ペニア    時 々悪い行いをする意

    ファナマ………紛争の調停をする意

    モノ ゥェ………仕事をすぐかたづける意

東側グループ

    トゥンヌーク…言うことをきかない意,中 心の意

    ウォニップ……腹の上の意

8)日 本 の 統 治時 代,ソrプ ン(sozvuPwpndn,9)は 総村 長,各 村 の首 長(s6mw・on)は 小 村長 と呼 ば

れ た 。 ソ ー プ ンは大 酋 長ま た は高 等 首 長(high chief)の 呼称 を 使 うこ と もで き よ うが,本 論

で は総 首長 と呼ん で お きた い 。
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ニ ップか ら,イ ナカ(日 本名)が トゥンヌークか ら,そ して ヌクヌウァフ ァウ(N丘k丘 一

n倞馭駢u首 の後 の意,後 述)が ペニ アか ら分 かれて独立の村 にな った。

 ところで,サ プ ヌピ氏族 がウ ドッ ト島を治めていた時代,マ ニティウ村 とペニア村

が,神 話 ・伝説上の総首長 ソウマル(80ω 膿 ωmω 磁7)の 直 轄地で あった とい う 伝承

がある。

 ポ ナペ島を治 めていた神話上の始祖 ソウフォーヌピ(5bω げ66πゆ)は,妹 のニ コウ

プープ(ハ 碗加観ψωπ2ψω;o観 ψω は産む意味で,翻 ψω は腹 を意味す る)の8人 の息

子 たちを,カ チャウ(Kachaz� コ シャエ島の こと)か らカロ リン諸 島の島 々に遣わせ}

そ れぞれの島の支配者 と した。

 コ シャエ島には長男の ソウカチ ャウ(Soz�kachazv)が 留 ま り,ト ラックのモ エ ン島

にソウウォニー ラス(30ω πω66ηだ7・α∫),フ ェフ ァン島 にソウフ ァ(5bω ψ),ト ル 島 にソ

ウ トル(Soz�tol),ウ マ ン島にソウクウォプ(30ω 嘘 πωψω),そ して ウ ドッ ト島 にソウ

マルを遣わ した。 さ らに, トラ ックの離島にはソウ ファナ ーヌ(30ω ψ πααηの を,

ヤ ップ島にはソウヤ ップ(5bω りψ)を 派遣 した。

 この うち,ウ ドッ ト島に遣わ された ソウマルは,マ ニテ ィウ村 に住 み,島 を治めた

と伝え られてい る。 しか し,奇 妙な ことに,ウ ドッ ト島の中心 はマニテ ィウで はな く

トゥンヌークであるとされて いる。 これ には次 のような理由があげ られてい る。

 第 一 に,ト ゥンヌークは地理的に ウ ドッ ト島の 中心部に位 置 してい る。

 第 二 に,ト ゥンヌー クは,ウ ドッ ト島を人間にたとえ ると 「腹」 にあた る。 トゥン

ヌークは,パ ンの実,タ ロイモの よ うな作 物の豊富 な地域で,人 間 に 「食物 を与えて

くれ る場所」であ るか ら,人 間の食物の入 る場所,つ まり腹 と同 じであ る。

 トゥンヌ0ク とい う名前 は,要 す るに,島 の中心 一腹 を意味する。 ヌークは中心の

意味であるが,同 時 に腹 を も意味す る。

 島 と同様,そ れぞれの村 にもヌークが ある。それを筆者が住み込 んだマニ ティウ村

の例 で もって説明 しよ う。 マニテ ィウには,ソ ウマルが初 めて ウ ドッ ト島へ来 たの に

因んだ地 名がい くつかあ る。

 一 つは,マ ニティウ村 の背後 にある山の頂 にあ るファーウワル(Faawwar)で あ る。

ファー ウは 「石」の意味で,ワ ルは 「来 た」 という意味 の動詞であ る。 山頂 に現 われ

た ソウマルを見て,人 々が 「ソウマルが石(声 αω)の 上 に来た(z�r)」 と叫ん だとこ

ろか ら,こ の地名がで きた とい う伝説が ある。

 二 つ 目は,マ ニティウ村の リー フの少 し沖合 にあ るフ ァーウプ ェル(Faawpwer)で

あ る。 これは平 た く大 きな岩で,少 し満 ち潮 にな ると水面下 に沈むのでふ だん は見え
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ないが,干 潮 になると姿 を現わす。 この岩の名前の由来 も山頂の地名 と同 じで,こ の

岩(faazv)の と ころで漁 を して いた人 々が,山 頂 に姿 を現 わ した ソウマルを見て 「ソ

ウマルが来た(pz�r)」 と叫んだ ところか ら,フ ァー ウプェル と呼ばれ るようにな った

と伝 え られている。

 さ て,マ ニテ ィウ村 にも,い くつかの中心(ヌ ー ク)が ある。

 第 一 は,山 頂の ファーウワルの右下 にある 「ヌーカ ン」(Nuukan)と 呼ばれ る土地

で ある(図2参 照)。 ヌーカ ンはヌークと同義 で,マ ニ ティウ村の食物の中心 を意味

す る。

 第 二の中心 は,ソ ウマル伝説 に関連のあ る上述の ファーウプ ェルである。 この岩 は,

村 の中心部 に位置す る。 さ らに,現 在の村 の政治の中心,つ ま りサペノ氏族 の集会所

の沖合 にある。

第三 の中心 は,や はり ソ ウマル 伝説 と関係の あるウィニ ファウ(Winif駢﨎ﾎ の

上 の意)と ウ リケ フィン(W侔ikefin立 ち入 り禁止の意)で あ る。 かつて は,ウ ィニ

ファウの上側 に多数の人家 があった。 この土地 には大 きな岩 があるが,そ れはソウマ

ルの 「遊 び場所」であったという9》。 その岩の下側に,ウ リケフィ ンと名づ け られた

土地 がある。 ここにはかつて ソウマルの集会所があ ったとい う伝説があ り,そ のたあ

この土地 は現在 で も 「人間の住む世界の 中心」であると考 え られてい る。

 以 上の ように,ト ラ ックで は,島,村,土 地のそれぞれ の レベル に神話や伝説によ

って裏づけされた 中心があ り,そ れ も多義的 に設定 されて いる。 この中心の意味をよ

り深 く理解 するた めには,土 地,社 会関係,及 び母系 出自体系 における女性の中心 的

な位置づけか ら検討 してお く必要 がある。

皿.土 地 と腹 の シ ンボ リズ ム

1. 中心 と して の女性

 トラ ックには 「フェフ ィン ・エナ ップ」(多 φπθηψ)と い う慣用旬がある。 「エナ

ップ」 とは 「大 きい人」 あるいは 「中心 的な人」 の意味で あるか ら,「 女(フ ェフィ

ン)は 偉 い」 とい うほどの意味 に解釈 で きよ う。

9)ウ ィニファウとウリケフィンの近くに,ソ ウマルの時代に造られたという石畳の歩道がある。

この道ぽWoneen(仲 間の意)と 名づけられ,ソ ウマルの 「遊び場所」と伝えられている。し

かし,日 本統治時代に造られたと推測するインフォ0マ ントもいるので,ス ペイン,ド イツ,

あるいは日本の統治時代に外国人によって造られた後,そ れが伝説化 した可能性も否定できな

い。

100



河合 腹の心と石の心

 ふつうこの言葉は女が男を指図するという意味で使われる。 トラックの男は 「女は

理由もな く感情的 に怒るから犬 と同じ」だと言 う。 女 は男にしばしば激 しい口調で

「吠える」。 男はその 「激 しい口調」が恐ろしいが,妻 を大事にしているから罵 られ

ても黙 ってじっと耐えることが多いのだと言 う。

 もちろん,こ れは主観を交えた男側の言い分にすぎない。夫も妻に対 して攻撃的に

振る舞iうことはよくある[SWARTz l958]。 事実,ト ラックの女性は家庭内での男性

の暴力を恐れている。従って,女 性上位は,あ くまで個人差の問題として理解 しなけ

ればならない。

 む しろ,問 題はこのような文化理念の生 じる社会的背景であろう。その理由は後に

明 らかになるはずであるが,さ しあたり,「 女は偉い」といわれるその他の理由をい

くつかあげておきたい。

 (1)女 は男の行 く道

 トラックには男が女について行 く,あ るいは男が女に奉仕するという意味の慣用句

がある。

女 は男 の 行 く道(mw矣n fﾘniten feefin)

男 の 骨 は女   (6乃滋露`ゐ既ノ珍φπ)

 いずれの慣用句も,「 女 こそ男 の生き甲斐」 という意味を持つ。 後者の 慣用句の

「骨」は男の精神的な支え,つ まり生 き甲斐を表している。男性のインフォーマント

の一人は,こ の2つ の表現を説明 しながら次のように述べた。

「女は男の命だ。男は女から命を授かった(つ まり女から生まれた)の だから女のために命

を捨てる。男は女のために命を大切にし,女 を護り,身 体を丈夫に保つよう心掛ける。この

世に女がいなければ喜びがない。この世に喜びがあるのは女がいるためだ。女がこの世にい

なければ淋 しくて気が狂 うだろう。」(括 弧内は筆者補足)

 以 上 は私的な発言 ではあ るが,一 般 に受け容 れ られて いる見解で もあ ると思われ る。

 「女 は男 の行 く道」の別 の例 は,居 住規則 に見 ることがで きる。ただ し,妻 方居住

が多 いとはいえ,そ れ を 「規則」 と呼べ るかど うかは疑問であ る。

 娘 の両親 の許可が得 られ ると婚約(層 ∫6'様 子 をみ る意)を す る。その際,婚 約 し

た男の側の親族 が一 回目の キース(kiis姻 族 間で交換 される物財)を す る。最初 のキ

ース は石焼 きした食物を贈 るのでウーム ・キース(ω ππη3ωkiis)と 呼 ばれる。 その返

礼 として,女 側 は魚 を贈 る。 これ はマー二 ・キース(〃26圏π∫%GZZS)と 呼 ばれ る。

 二 回目のキースは,結 婚 のとき取 り交 され る。これ をウーム・ウアス(wuumw wuas)
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と呼ぶ。ウアスとは両親を残して去る意味で,文 字通り,結 婚すると女性は夫に連れ

られて家を出る。ちょうど男女が一緒に道を歩 くとき男の方が先に行 くのが正式マナ

ーであるように,結 婚 してから女性が男性の家に移るのが本筋と考えられZい る。

 しかしなが ら,そ れに矛盾する別の力が働 く。つまり,妻 は夫を自身の親兄弟に奉

仕させる義務があるので,夫 に圧力をかける。そのため,結 婚当初 は夫方と妻方を往

来する生活が しばらく続 き,最 終的には,夫 婦の独立の家を建てて住むか妻方の家に

引っ張 られてそこに落ち着 くことが多い。

 mに,妻 方に住まないとうまくいかないと考えられている。それは妻とその親族

の社会的牽引力の方が夫方のそれより勝っていることを示 している。妻方居住は 「女

は男の行 く道」の社会的帰結と言えよう。

 (2)女 は土地を釣る

 女が 「土地を釣る」(吻 ψ伽」物の という慣用句は第一一にキースに対 して使われる。

しかしそれはより広い意味も含んでいる。

 すでに述べたように,結 婚に際して夫方は妻方の親族にキースをするが,食 物以外

に土地をキースすることもある。土地のような大 きな姻戚間の贈与は返済を義務づけ

られているので互酬的であるが,夫 から妻に与える土地のキースを,妻 が 「土地を釣

る」と表現する。次のような話 しが伝え られている。

 モエン島とウドット島の間にアーヤ ン島と呼ばれる島がある。昔,そ の島を所有 し

ていた男が妻を深 く愛 していたので,死 ぬ前にその島を妻 に与えるよう遺言 した。遺

族は遺言に従い,そ の島をその女性に与えた。以来,そ の島はアーヤン島(吻 砺 釣

った島の意)と 呼ばれるようになった。

 土地のキースが互酬性を理想としているにもかかわ らず,「 女は土地を釣る」 と言

われる正確な理由は明 らかでないが,ア ーヤン島の伝説が示すように,夫 が妻に土地

を与える機会がしばしばあるからだと思われる10)。

 さらに,結 婚後,永 続的に取 り交される姻族問の贈与交換(キ ース)に は,互 酬性

を理想としてはいるが不均衡な面 もある。夫は妻の兄弟のさまざまな要求を拒むこと

ができないからである。夫が妻の兄弟に与えた物を取り返すのは,一 度吐き出 したも

のを食べる 「犬のようだ」として嫌われる。

 「イノウモ ト@0ω η0彦0),イノウモナ@0ω 祝0πの」 というイタ ンの言葉 もある。前

10)ウ ドッ ト島 の 隣 りの ロマ ヌ ム 島で フィー ル ド・ワー クを 行 な った グ ッ ドイ ナ フ[GoODENOUGH

 1951:50]は,「 この取 り1引き(kiis)は 動 産 の み に限 られて い るよ うだ」 と述 べて い る。 しか

 し,明 らか に土 地 の キ ー ス も ウ ドッ ト島で は 行 なわ れ て い る。
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者 は,結 婚す ると女 は財産を持 って来 るという意味で,逆 に後者 は男が結婚 すると土

地 ・財産 を持 ち出す,と い うほどの意味 であ る。 同様 に,イ タ ンの言葉 と して 「イナ

ヌメ ト(inanumeto),イ ナ ヌメイノ(inanumein�)」 がある。 ヌ メ(nume)と はカ ヌーに

入 った水 を掻 き出す杓(nuume)の こ とで,前 者 は,女 が杓 でカヌーに水 を入れ,後 者

は男 がカヌーの水 を外 に汲み出すた とえであ る。 この場合,カ ヌーは母系集団の比喩

である。

 いずれ も女性 の有用性を説 く言葉であ るが,「 女 は土地を釣 る」 とい う表現 は,そ

れが貴重な財産 であるゆえに,女 性の価値を説 く集約化 された表現 となる。

 (3)女 は 中心 を強 く縛 る

 「男が女 の後 をっいて行 く」 の も 「女 が土地 を釣 る」 の も女佐 が母系集団の中心

(ヌ ーク)に あるか らである。女性 は土地 に子供 を産ん で殖 やす腹 を持 つゆえ に,母

系氏族の ヌーク(中 心 ・腹)と な る。

 女 性の中心性を端的 に表わす概念 はナ ー ・リ ・ヌーク(naa ri nuuk)で あ ろ う。 こ

の言葉 は母 と子の関係 を表わすの に使 われる[KAwAI l987:ll8-ll9]。 ナ0(naa)

は女 性の尊称 であ り,リ(riま た は7勿 ♪)はヤ シ縄で縛 る意味を持 つ。 ヌニ ク(nuuk)

は無 論,腹 または中心の意味 である。 それゆえ,ナ ー ・リ・ヌークは 「女 性が中心 を

強 く縛 る」 とい うほどの意味 であろう。 母系 出自は,ナ ー ・リ ・ヌー クの連続 したも

の と捉 える ことがで きる。

 母 と子 は,同 じ母系集団 に所属 し,肉 を意味す るフ トゥク(futuk)の 強 い絆 で結ば

れ る。父 と子 は,別 々の母系集団に所属 し,血 の意味の チャー(chaa)の 関係 にあ る。

ナー ・リ・ヌークはフ トゥクの関係のみを指 すので,父 と子 はナー ・リ・ヌークで も

フ トゥクで もない11)。

 父 を排除 した母 と子 の一体化 されたイメージは,「 家族」 にもあ る。 トラ ックには

核家族 に相 当す る概念 としてイネプ ィナゥ(0       00    z吻 ωzzπ8ω)があ るが,こ の言葉 は,イ ネ

イ(iney母 の意),ブ イ(pz�iキ ョウダ イの意),ナ ーウ(naaz�q 供 の意)の 合成語

と考え られ,そ の中に父(semey)は 含 まれていない。 イネプイナウか ら連想 され るの

は,一 人の女性が機織 りを してい るとき,そ の夫 と子供 が手伝い協力 して いる姿だ と

いわれ るが,い ずれ にせよ,女 性が その中心 にある。

 母 と子 は,同 じヤシの葉に もたとえ られ る。 ヤ シの葉 は,一 本の太 い枝 を中心 に,

11)母 と子がナー ・リ・ヌークであるのに対して,子 供は父のアファクール(騨 版7)で ある。父

 と子は異なる母系氏族に所属するのでナー ・リ・ヌークではないが,父 と子の関係が社会学的

 重要性を持たないということではない。
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その両側に細 くて長い無数の葉を拡げる。枝を中心として,一 方の側の葉が母親であ

り,他 方の側が子供である。そこには,片 側 と片側が合わさって一つの大きな葉にな

るという,母 と子のr体 化されたイメージがある。同様に,母 と子は同じヤシの木に

なる実であるとも言われる。一本のヤシの木には,ほ とんど同じ形の実が鈴なりにな

る。 ここにもやはり,母 と子の対等で一体化されたイメージがある。以上のような比

喩的表現も,や はり父と子の関係に対しては使われない。

 すでに明 らかなように,親 族領域において女性が中心(ヌ ーク)的 であるのは,何

よりもまず女性が子供を産む腹(ヌ ーク)を 持つか らである。

2. 腹 と しての土地

 さて,こ こで土地と女性の隠喩的連合の問題に目を転 じてみよう。まず,土 地と人

間との関係は次のような慣用句によく表されている。

人 間 だ けが 土地(α γα初∬0雄 躍πの

人 間 鮒 が 食物(・ ・郷 磁 鵬 写の

人 間 だ けが 財産(aramas ch駝 ｢isek)

人 間 だ けが 仕事(aramas ck駝 疣gaang)

 人間(aramas)が いれば土地(拶 磁)も 食物@ω4η9の も財産(ρ卿ん)もある。 つまり,

人間が土地に住み,そ こで働いて(angaang)は じめて土地も活 き,食 物や財産ができ

る。言い換えると,人 間が土地に住み,耕 し,木 を植えて仕事をすれば,土 地は役に

立つ。人間がそこで働かなければ,悪 い木が生えて役に立たない土地(ππ⑫ ゴ㎎Pα切 に

なる。それゆえ,人 間が土地であり,土 地が天間である  上記のセットになった4

つの慣用旬はこのように教えている。

 土地は人間に食物や財産を与えて くれるが,逆 に,人 間が土地に働きかけることに

よって土地が活きるという 「文化の弁証法」12)がここに認められる。

 人間の住む土地の作物はよく育つが,人 間の住まない土地の作物は育たないという

彼らの思考 も,や はり人間と土地との情緒的つながりを反映 している。作物は人間の

声を聞くとよく実を結ぶ。 ファナン(ノ枷αη9料 理場)の 煙が木の股か ら立ち昇ると,

その匂いを木が嗅いで実を大きくつける。木が人間の住む家を見下すと大きく育つ。

12)ラ ビー[LASBY 1976]は ヤ ップの民族誌を記述 して,人 と土地との相互規定的関係を 「文

 化の弁証法」と呼んだ。ヤップにはトラックより複雑な首長制度が発達しており,浄 と不浄の

 観念にもとづき土地が格づけされている。社会的地位はどの土地を所有 し,ど の土地に住むか

 により決まる。

  トラックにはそのように明確な土地と社会的地位との対応関係は認められないが,人 と土地

 が相互に依存 しあうという思考は認められる。
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そ して,人 間がパ ンの実を掲 くと,そ の音 を聞 いて木 が喜 び大 きな実をつける。 この

ような人間の声,匂 い,音,つ まり生活の気配 は,作 物 に刺激を与える効果があ ると

考 え られてい るので,オ トーメイ(�oomey パ ンの実の豊穣 を祈 る儀礼の意)と 呼 ば

れ る。人間 がいて土地 は活 きるのであ る。

 さ て,土 地 はい くつかの点で女性 に似て いる。なぜな ら,土 地 は人間 と同様,食 物

の貯 え られ る場所 であ り,女 性が子供 を産むよ うに作物 を生産す るか らであ る。

 土 地 を女 性 と同0視 する思考 は,人 間,特 に女性 の身体名称 が地 名にな ってい る例

のあることか らも推測で きる。図2に 示 したよ うに,た とえばウィニモ ンモ ン(Wini一

痂6㎎ 緬6㎎)は 「頭の上」の意味 で,現 在 そ こにはキ リス ト教 教会が建 って い る。

また,マ ニティウ村 の最高位 氏族のサペノ氏族 の集会所のあ る土地 ネオ ウプ(Neeoz�一

ρω)は 「乳房」の意味 で あ る(因 み に,筆 者 はこの 土地 に住んだ)。 その他,「 腹」

(nuukan),「 肩 」(膨7卵 諏),「 目」(neemesey),「 手 」(ρ伽),「 口」(解8肋 加 ω)を 地

名 とす る土地 もあ る13)。 配 置 は必ず しも正確 とは言 えな いが,図2を 眺 めて女性が う

つ伏せ にな り横たわ って いる姿を連想す るの は,筆 者の思 い過 ご しであろ うか。

 山 を女性 と見 る発想 は確かに トラック人 の 心の中にある。 彼 らは山に入 ることを

「トゥ ッカ ゥィ0ウ ィー」(tukkazviiz�i)と 表 現 する ことがあ る。これは一入の女性が

複数の男性 と性交 する意味で,こ こか ら男性が山に入 る行為を性行為 と同0視 してい

る ことがわか る。同様 に,男 が山 に入 ることを 「トゥー キー ・サム」(伽 砂 ∫伽 ω)と

言 うこともあ る。 これ も山を自分 の もの にす る意味 で,セ ックスのメタフ ァーであ る。

山が女性にた とえ られて いることは,「 妻がい る」 と言 う代わ りに 「山がある」 と表

現 され ることのあ ることか らも明 らかであ る。 さ らに,山 は女性 の恥骨 と,そ の山に

生 えて いる木 は女性 の陰毛 と,同 一視 されてい る。

 山 に限 らず,土 地 その ものが女性の イメー ジで眺め られて いる。実際,ト ラ ック環

礁 内にある島の一つ,フ ェフ ァン(Fefan)島 の 名前 は女 性(feefin)に 由来 する し,ウ

ドッ ト島 にある村の一つ,ウ ォニ ップは 「腹の上」(ω66ωπψω)の 意味である。 さ ら

13)「 口」(π蹴 」7加ω)は 正 確 に は 「口か ら採 る 」 意 味 であ る。 グ ッ ドイ ナ フ[GoODENOUGH

 l951:172]の 作 成 した ロマ ヌ ム島 の土 地 地 図を 眺 め て み る と,や は り 「口の 中」(Neej6)と 記

 され る土地 名 が あ る 。

  この地 図を み る と,マ ニ テ ィ ウとの共 通 点 が い くつ か あ る こ とに気 づ く。ま ず,島 の 中央 に

 "Nuuken F�y"(土 地 の 中心 の意)が あ る 。 さ らに,"Wini-pw�t"(鼻 の上),"Winipw�"

 (手 の 上)の よ う な,身 体 名 称 の 地 名 もあ る 。 ま た,石(ノ どω4)に ま つ わ る 地 名 も多 い 。
"Winif�"(石 の 上)

,"N㏄ttifεw"(重 な った石),"Woccof�"(お そ ら くMakkof駢の 誤

 りで,割 れた石 の意),"S�wuni-f�"〈 石 の 半 分 半 分), "Neef�yf�"(石 だ らけ),

 "Neef�ynap"(大 き い石 の あ る場 所),"Neejin Achaw"(石 の源)な ど多数 あ る。

 土 地 名 と して 身 体 名 称 と石 にまつ わ る 名前 を つ け るの は トラ ック全 域 の傾 向 ら しい。
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に,港 や水道も女性 とみなされて いる。 そこに出入 りす る舟 が男性 とい うわけであ る。

 土 地 と女性 との象徴的関係 を示唆す るデータは他 にもあ る。作物 がネィ ・モルコ ン

(neyi〃20剛届 π)と 呼ばれ るの もその一例である。 ネ ィもモル コンも 「子供」 を意味す

る。 トラックには,菜 園 に入 る時は朝食前に行かな ければな らないという俗信 があ る

が,そ れ は自身が食事を とる前に菜園の 「子供」(作 物)に 食 べさせ るためだ と説明

されてい る14)。

 女 性 と子供の イメ0ジ で捉 え られ る土地は,エ ヌーナ ップ,ヌ ークエイネ ンその他

の男性の神 々の住む天 と対照 的である。神話 では,エ ヌーナ ップにより,子 供 を殖や

すため大 地 に送 られた神 々は女性で あった。

 天 と地の対照性がどの程度男性 と女性の二元論的世界観を反映するものであるか は,

よ り詳 しい調査 と考察 とを必要 とす るが,こ こで,天 と地の結合 によって地上の生命

原理 と してのマナマ ンが創造 されたプロセスが,女 性の体内で胎児 の形成 され るプロ

セスとよく似て いる事実 を指摘 してお くの も,無 駄 ではあるまい。

 トラ ックでは,男 性の 「血」が胎児 の生命の源 と考 え られてい る。 その血が女性 の

体 内に入 ると,胎 児 が形成 され始める0し か し,一 カ月 目まで は男性の血 のままであ

る。 ところが,2～3カ 月経つ とその血が次第 に肉(fu彦uk)に 変 化す る。 この段階 は

オヌーロ ン(onuuron)と 呼 ばれ る。 オヌーロンとは,胎 児が人間の身体 となって,子

宮に包 まれてい るとい う意味で ある。4カ 月 目にな ると,こ のオ ヌー ロンが完全に肉

に変化 し,モ ルコ ン(moruk�子 供 の意)と な る。歩 き始 めの子供 までがモル コンと

呼ばれ るか ら,妊 娠4カ 月 目が大 きな節目で あることがわか る。 そ して,妊 娠6カ 月

目に完全 な人間の形 にな る。

 要 す るに,胎 児の形 成過程 は,父 の血が母 の肉(フ トゥク)に 変化す る過程 である。

これ は,父 方 より母方を重視 す る彼 らの社会観 に一致す る。 しか も,天 より雨 のよう

なもの(男 性の 「血」 に似て いる)が 降 って,大 地 か ら立 ち昇 った煙(肉 のよ うに白

い)と 結合 して生 じる神話上の生命発生のプ ロセスに似て いる。生命 は,天 か ら地へ,

父 か ら母へ注 がれ,そ こで育 まれ る。以上のよ うな筆者 の推測が当を得て いるとすれ

ば,大 地 は生命 を育む女性の 「腹」である。

 この問題 との関連 で興味 を魅 かれ るのは,新 生児 の膀 の緒 と胎盤 を,産 婦の母系氏

族 の土 に埋 める慣 習である。 トラ ック人 は,膀 の緒 も胎盤 も腸 の一部,つ ま り肉(フ

14)タ ロイモとタロイモの掘り棒はどちらもwootと 呼ばれる。 トラックには人を郷楡するため

wootを 男根とみなす表現がある。この場合,ω ・otが男性の象徴であり土地(タ ロイモ田)が

 女性とみなされるわけであるから,掘 り棒で土地を掘る男性の行為は性行為を表 していること

 になる。
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トゥク)の0種 と考えている。それゆえ,彼 らの説明によると,膀 の緒と胎盤を氏族

の土に埋めるのは,死 体を埋葬するのと同じである。 「肉(フ トゥク)は 土に帰 る」

と言われる。そのため,死 産 ・流産の子供(そ して成人の死体さえ)も 土に埋める。

人間の肉は,ち ょうどそれが母親の腹から生まれたように,い わば土地という 「腹」

に帰るのである。

IV.腹 の心 と石 の 心

 と こ ろで,ウ ドッ ト島の中央部 にあ る村 の トゥンヌークに,「 土地の中心」 とか「食

物の貯蔵場所」 の意味のあ ることはすで に述 べた。 この地名 にはさ らに 「言 うことを

きかない」 とい う意味 もあ る(表1参 照)。 それ は トゥンヌークが,「 言 うことを きか

ない」 意味の ト6一 ヌク(ttuun伀)と 発音 が似て いることに起因 す る。 ここで重要 な

の は・語 呂あわせその もので はな く,ト ゥーヌクの語源 である。 トゥーヌクは 「ヌー

ク」(腹 ・中心 の意)に 他 人 の 言葉を入れず,身 体 の外へ 「飛ばす」(伽 の 意味 だと

考え られ る。それゆえ 「わがまま」 の意味 にな る。

 それ に似た言葉 に``nuky nuuk"が あ る。 それ は腹{nuuk)の 外 側(nuky)を 指 し,

「嫌 い」 とい う意味を持 つ。逆 に,腹 の内側(nee)を 指 す``neenuuk"は,「 好 き」「真心」

の意味で使われ る。要す るに,腹 は感情の座 なのである。 トラ ックの人 々は,騰 か ら

上 の,私 た ちな ら胸 と呼 ぶ部分 も含め てウープ(ω πψω),膀 か ら下 をヌー ク(nuuk)

と呼 ぶ・ さらに,そ の両者 を総称 して,ヌ ークまた はヌ0カ ン(nuukan)と い う。 ヌ

ークと同 じ腹 を指す言葉にサー(saa)が あ るが
,こ れ もや は り感情表現に使用 され る。

い くつか例 をあげ るな ら,``saangaz�"(直 訳 すれ ば悪 いngaz�｠saaの 意味)は 「腹

を立て る」,"saani"は 「好 き」 の意 である。 また,``saanuuk"と 言 えば ,「 心か ら好

き」の意味 になる。

 腹 が人間の感情(喜 び,悲 しみ,怒 り,好 意,嫌 悪,恐 怖,驚 きの ような心の動

き)の 座 であることは,以 上で明 らかであろ う。

 トラックの人 々は,だ れで も良 い心(nuukeni)と 悪 い心(nuukungar�)の 二 つの心が

あると信 じて いる。腹 は,相 反す る善 と悪の感情の共存する場所で ある。それゆえ,

絶 えず微妙 に揺れ動 く不安定 な個所 で もある。 ウ ドット島の腹であ る トゥンヌークが,

呪術 ・宗教的な特徴を付与 されてい るのは,お そ らくここに起因す る。 トゥンヌーク

は・妖怪や呪術師の住んで いた場所 として知 られている。最 も有名なのは,お そ らく

ネンメス(Nemz�z�s)の 伝 説であろ う。
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 昔,ト ゥンヌー クの山に魔法 を使 う一族 が住んでいた。彼 らはファナ ン(料 理場)

を空 中に飛ば してパ ンモチ(パ ンの実 を焼 いて揚 き,餅 状 に した もの)を 作 っていた。

ある日,ソ ウヤ ップ の娘の ネ ンメスが トラ ヅクに花輪 を探 しに行 きた いとソウヤ ップ

に言 った。 ソウヤ ップは,ト ラ ックには有名な魔 法使 いが いるか ら,南 側を通 って は

いけない と忠告 した。 しか しネ ンメスはその忠告を忘れ,南 側を通 って ウ ドット島 に

やって来た。一度,ヌ クヌウァファウ(図1参 照)に ある岩で一休み したあ と,ト ゥ

ンヌークへ向 った。 トゥンヌークの魔法使 いは,そ の娘が ソーヤ ップの娘のネ ンメス

であると見抜 き,呪 薬 を入れた食物 でネ ンメスを もてな した。ネ ンメス は,足 に呪薬

をつ けて海を渡ろ うと したが,渡 ることがで きず,泣 きなが ら死んで しまった。死体

は トゥンヌ0ク の隣…りの ウォニ ップの山中 に埋葬 され た。 ネンメスの亡霊 は現在で も

恐れ られてお り,暗 闇 に,ネ ンメ～くの大 きな顔が浮 ぶ ことがある とい う。

 くり返せば,ト ゥンヌークが宗教 的領域 とみなされて いるのは,ト ゥンヌー クが ウ

ドット島の ヌーク(腹 ・中心)で あることと無 関係 ではな いと思われ る。ネ ンメスが

「腹の上」の意味 を持つ ウォニ ップに埋葬 されたのは象徴的である。

 ち ょうど漢字 の 「中心」 とい う文字が真 「中」 にある 「心」 と書 くように,ト ラ ッ

クの ヌーク(腹 ・中心)も 「心」 の座であ る。 それ と同時 に,宗 教的な性格 を帯びや

す い。それは トラックのあ らゆ るレベルの 「中心」 につ いて当て はまる。

 トラックでは,ど の母系氏族 も,作 物の豊富にできる土地を中心ﾘ腹 に決 め る。 こ

れを ヌー ク ・フェヌ(側 眈 」物4 土 地の腹 の意)と 呼ぶ。 かつて は,そ こに食 物を置

いて,エ ヌーナ ップその他 の神 々に豊穣を祈 った。

 ま た,家(伽 ω)を 守護す る神 はヌークエイネン(こ の神の名その ものがヌー ク,つ

まり中心 の宗教性 を暗示 させ る)で ある。昔 は,こ の神を祀 る神棚が家の中心(ヌ ー

ク)に 吊 り下 げてあ り,人 々はそ こに食物 を捧 げて祈 った と伝え られてい る。

 以 上の諸事例 か ら明 らかなよ うに,腹 は,村,土 地,家 などの 中心性の象徴 であ る

ばか りでな く,感 情 と宗教性 の座 と考え られているのだが,こ こで さらに,中 心 に係

わ るもう0つ 別 の側面 に目を転 じてみ よう。その別の側面 とは,中 心 に石 が結 びつい

てい る事例 の存在であ る。

 ウ ドッ ト島にはヌクヌウァファウ(2V髭 伽 伽 醒 ω4)と い う名の村 がある(図1参

照)。 先述の民話では,ネ ンメスが この村 の岩の上で休 憩 した ことにな って いた。

 ヌ クヌウァフ ァウとは 「首の後 ろ」の ことであるが,筆 者のイ ンフォーマ ン トの説

明 によると,ヌ クヌウァはヌクヌク(nuk佖伀)に 由来す る言葉で,ヌ ークヌー ク(nuuk-

nuuk)と 同 じ,信 用の意味であ る。紐 を結ぶ と中心(ヌ ーク)に 結 び目がで きる。結 び
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目は固いから人間の堅さ,つ まり信用を意味する。ファウ(声ωの は石の意味で,紐 の

結び目と同様に固いので,や はり人間の信用を意味する。ヌクヌウァファウは,首 の

後ろに石を置いた状態を指すから,「何があってもなかなか動かない」「信用がある」

と同義である。

 トラックでは,石 は特別な象徴的意味を持つ。そもそも,ト ラック人の源郷 とされ

ているアチャウ(.46加ω)自体が玄武岩の意味である。伝説上の総首長ソウマルが初め

てウ ドット島のマニティウ村へやって来たのも石の上であった。さらに,ソ ウマルは

石の上(粥 π酵ωの に住んだと言い伝え られている。 図2に 示したように,石 にまつ

わる地名も多い。

 特に興味深いのは,石 が人間性を表わす象徴として使用されていることである。'ト

ラックには,今 まで論 じてきた 「腹の心」の他 に,「石の心」(盈 膨勧 ヴ加ω)と 呼

ばれるものがある。 それは 「石のように何 も考 え ない」(つ まり頭が悪い)と いう

否定的意味と,「 石のように強い心を持つ」 という肯定的意味とがあるが,概 して後

者の意味で使われることが多い。ヌクヌウァファウがそうであったように,石 を身に

つけるのは,「 強い心」を持った立派な人間の比喩的表現である。 「重い頭」(〃～66㎎」

σ乃6加ω瑚)は,頭 に石を置いて身動きできない意である。 これは 「石を腰に置く」

(声畷 伽 伽 燃 伽 ω)の と同様,何 があって も黙って我慢する状態を指 し,転 じて人

間の信用を意味する。「石を口に入れる」(駕卿 ωプ勘ののも,怒 らない,人 の悪口を

言わないことのたとえである。

 また,石 を多 く身につけるのが,政 治的 リーダーの理想である。 トラックの言葉で

は・首長の坐 り方をファウモーティーサム(.伽 伽 ωoo廊伽 ω)と呼ぶ。 これは石を頭,

首の後部,口,お よび腰に置いて石の上に坐 る意味で,い かなることがあっても黙っ

て坐り,な かなか動かない強い意志を表わしている。立派な首長の条件の一つは,石

を身につけているかのようにもの静かで,簡 単には怒 らないす ぐれた人格を持 ってい

ることである。

 逆に,直 情型の人間は石を持たない人で,水 にたとえ られる。海の波のように気の

「荒い」人間は他人に信用されず,友 人 もできない。立派な人間として評価される人

は,荒 波に揉まれてもびくともしない海の岩のような人である。信用ある人間の象徴

である石は,こ のように,水 と対照される。

 筆者が,理 想的な結婚相手はどのような人かを尋ねたとき,ま じめに働 く 「男 らし

い」(メω曜 ω〃zω磁η)あ るいは 「女 らしい」(拶 ω雌 吻をφπ)人間であるという答え

が返 ってきた。ここで 「らしい」と訳したファファウ(」物 雌 ω)は 「石だらけ」の意
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味であるが・転 じて人間の 「固さ」をも表わしている。ここから,石 のように固い人

間が高い評価を受けていることがわかる。

 さて,少 し回り道をしたが,こ こで,「 石の心」がヌーク(腹 ・中心)と どのよう

うな関係にあるのかを検討 してみよう。

 第一に,石 が村の政治の中心に関与していることはすでに述べた。伝説上の総首長

ソウマルは,ウ ドット島およびマニティウ村 の人間世界の 中心であるウィニファウ

(石の上の意)に 住んだ。また,村 の 「中心」にあるとされる岩(フ ァーウプェル)

は,現 在のマニティウ村の政治の中心(サ ペノ氏族の集会所)の 沖合にある。

 第二に,石 と政治との関連で注目されるのは,大 きな家や氏族の集会所を建てたと

き,家 の中心の床下に石を埋める風習のあったことである。次に,家 の中心(ヌ ーク)

と石との象徴的関係を説明 しよう。

 図3に 示したように,家 の各部分に人間の身体名称がつけられている。一見 したと

ころ,そ れは人間が四つん這いになった姿を想像させる。だが,よ く見るとその像は

必ず しも鮮明ではない。足を表わすかに見える地上から垂直に建てられている柱は人

間であって,長 い柱は男性,短 い柱は女性を表わすという。

 伝統的なタイプの集会所の場合(図4参 照),家 の内部に6本 の柱が建 っている(新

しい集会所には,こ の内部の柱がない)。 この6本 の柱は,天 井にある四角形に組ま

れた梁(横 柱)と 交叉する。入口に近い梁はアウチャム(額 の意)と 名づけられてい

る。2本 のアウチャムと直角に交わる2本 の梁 は,テ ィナウと呼ばれる。アウチャム

は人間の額を,テ ィナウは手を表わすか ら,そ れは集会所の内側で2人 の人間が向い

合い両手両足を投げ出して坐っている姿である,と インフォーマントは説明 した。

        図3 家 屋 の 部 分三名 称

,(部分名称はファナ,ソの建物とほぼ両じである。図4,5,6参 照)
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南側=海 側(足)

  図4 集会所(ωuut)内 部の柱の名称

 こ こで注 目したいのは,ア ウチ ャム とティナ ウの4本 の梁(天 井の横柱)の 囲む空

間 がアウチ ャム ・ヌーク(e'ndchamzv nuuk額 の 中心 の意味)と 呼ばれて いることであ

る。 さらに,集 会所 内部 に建 っている6本 の柱の うち,テ ィナウの 中間 にあ る,北 側

と南側の2本 の柱 もヌーク(中 心)と 呼ばれる。 また,こ の2本 の ヌークの柱 を結ん

だ線 もヌークであり,そ の2本 の柱 を結ぶ線の中間 が,家 全体 の ヌー ク(中 心 ・腹)

とな る。

 集 会所内部 の中心部,つ まりア ウチ ャム ・ヌークは,さ まざまな儀礼 が執 り行なわ

れ る聖なる空間であ る。集会所 で,結 婚式,葬 式の ような儀礼 を行 うとき,主 要な関

係者の坐 る席 がこの アウチャム ・ヌークであ る。 さ らにまた,か つては集会所 内の北

側のテ ィナ ウの中間の柱 に神棚 が吊 してあ り,エ ヌーナ ップ,セ メ ンカーロル,ヌ ー

クエイネ ンその他の神 々に食物 を捧げた。

 現 在で も・ウーム・ウワ(ω 肱観ω ωπωα首長 に食物 を献上す る儀礼)を は じあ とす る

儀 礼の際,集 会所の中心(ヌ ーク)に ウーノ ン(ωuunong食 物 を入れ る木製の大 きな

容器)を 置いて儀 礼的会食 を行 う。 これは食物 を神 々に捧 げる行為であ る。

 集会所の空間構成お よび家 のヌークの政治的意味 は稿 を改めて詳述す る必要があろ

うが,さ しあた り,首 長の葬式の事例 に限って ヌークと政治の係 り方の一端を説明す

るに留 めた い。首長かその近親者が死んだ場合,そ の棺 は集会所の 中心 に置かれた。

しかも・ふつ うの棺 と区別す るため,棺 は集会所 の中心 に斜 めに して置かれた。その

際,頭 を山側(北)に,足 を海側(南)に する。方角 は言 うまで もな く民俗方位であ る。
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 ところで,集 会所の建築過程において儀礼が特に重要なのは,柱 を建てるときであ

る。その時,集 会所の建築に関与した人々は大 きな容器に呪薬を入れ,そ れにヤシの

水を注いで飲む。 その後,家 の 「鼻」(入 口の近 くにあり,横 柱のアウチャムに対 し

て上側に垂直に立つ柱,図3参 照)に その薬を塗 りつける。薬をつけるのは,集 会所

を使用する人々の友好的な関係を祈願するためである。

 集会所の中心の床下に石を埋めるのは,集 会所が完成 した後である。石を埋めるの

は,集 会所そのものと,そ こを生活の場とする人間の関係を 「動かない」ようにする

ためである。その後,特 製の呪薬をヤシの葉で包んで絞り,そ の汁を仕事に参加 した

人々全員が飲む。それは,造 り方が悪いとそれに携わった人は必ず死ぬと考えられて

いるので,悪 霊の災を避けるためのものである。

 集会所だけでなく,大 きな家を造 ったときにも,家 の中心に石を埋めることがある。

その際,家 の所有者が,石 を埋める前に家の中心に横たわり,そ の石を自分の腹の上

に乗せる例 もあった。ここに,家 の中心において腹 と石とが重複する具体例を確認で

きる15)。

 石がヌ0ク(腹 ・中心)に 関与する第三の例は,フ ァナン(料 理場)で あろう。フ

ァナンは,い わば石の竈である。伝統的なファナンには屋根がかけられていて,民 家

や集会所と基本的に同 じ構造を持ち,や はり人間の身体名称が建物の部分名称となっ

ている(図5,図6参 照)。

 ファナンとは灰の意味である。灰は食物 と象徴的に同一視 され る。ファナンの 「灰

があれば食物があるのと同じ」である。ラァナンはまた土地 とも同一視される。 「フ

ァナンがあれば食物を採 って くる土地がある」 とか,「 ファナンがなければ土地がな

い」と言われる。それゆえ,フ ァナンは土地と食物の象徴である。ファナンを持つこ

とによってはじめて,その母系氏族(eteyekes)が一人前 とみなされる理由はここにある。

 その意味で,フ ァナンは同じ地域にまとまって住む母系氏族② 「腹」である。言い

換えれば,フ ァナンは人間の腹のように母系氏族の食物を置く場所である。ファナン

の竈の石 は,フ ァナンの中心(ヌ ーク)に ある。

 以上のように整i理して くると,石 は確かに中心に対応するのだが,そ れはいずれも

男性の管轄領域であることが明 らかとなる。換言すれば,ソ ウマル伝説に結びついた

村の中心 と氏族の政治の中心である集会所は,い ずれ も男性の司る政治領域に関与 し

ており,ま た石焼 き料理は男性の仕事とされているから,フ ァナンも男性の領域に入

15)家 を建てたとき石を埋める位置は,死者の棺が置かれるのと同じ場所(ヌ ーク)で ある。神

 々に捧げる食物も,集会所または民家の中心に置かれた。中心(ヌ ーク)が食物の置かれてい
 る場所であり,か つ宗教的意味を付与された空間であることは,こ こからも明らかである。
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図5 ファナンの部分名称

図6 伝統的タイプのファナン

る。中心(ヌ ーク)は 子供を妊娠 し産む女性の腹(ヌ ーカン)で 象徴されることが多

い。 しか しながら,石 が中心性の象徴となるときには,男 性の管轄領域の中心を表 し

ていることになる。それは女性の中心性の原則を下敷 きにしながらも,男 性の中心と

女性の中心とを互いに分離させるトラック文化の特徴をよく表 している。
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V.結 び

 今 ま での議論か らもすで に明 らかなように,ト ラックにおいて腹 は,さ まざまな理

由か ら社会 と文化全体の中心性の象徴 とな る。それ を個条書 き的にまとめ るな ら,次

のよ うになる。

 第 一に,腹 は食物の座であ る。従 って,人 間の腹 は,島,村,土 地,フ ァナ ンなど・

食物 の豊富 にある場所 と同一視 される。

 第 二に,腹 は人間の身体の 中心 に位置する。従 って,島,村,土 地,母 系集団,家

屋な どの中心 と同一視 され る。

 第 三 に,腹 は人間の生命の再生産の中心 である。 その意味で,母 系氏族の女祖の腹

は最初の中心(ヌ ーク)で ある。 この腹 の中心性 は,女 性(特 に長女)の ナー ・リ ●

ヌーク(母 と子 の関係)の ラインを通 して永続す る。

 女 性 と土地 との隠喩的連合関係が生 じるの は,女 性 の腹が土地 と同一視 され るか ら

で ある。土地は人間 と同様,腹(食 物の座)を 持 ち,人 間の生命 を維持 するのに必要

な食物を生産 して て産んで)く れ る。

 以 上の ようにまとめると,中 心 は常 に一つであるかのよ うな印象を受ける。 だが,

事 実 はもう少 し複雑で ある。 なぜな ら,「 本 当の ヌーク(腹 ・中心)は 女 だが,男 が

女 に代わ ってヌークになる」 と言われ る状況が存在す るか らである。

 こ こで,ヌ ー クの観点 か ら,す でに記述 したデータを整理 してみ よう。

 第 一 に,ウ ドッ ト島全体 には二つの中心がある。 ウ ドッ ト島の食物の中心 であ り,

島 の腹 にあた る トゥンヌーク と,ソ ウマル伝説 に結びついている政治の中心 であるマ

系テ ィウであ る。

 第 二 に,マ ニテ ィウ村 に も複数 の中心があ る。一 つは・食物 の中心で ある村の ヌー

カ ン(ヌ ークと同 じ意味)で あ る。二つ 目は,伝 説上の総首長 ソウマルの居住地 と,

現 代 の政治の中心であるサペノ氏族の集会所である。 ここか ら,村 にも食物(腹)の

中心 と政治の中心の分 離があ ることがわかる。

 第 三 に,民 家が女性 の管 轄す る領域 であるのに対 し,集 会所 は男性の領域 と考え ら

れてい る。 かつて は,集 会 所 に(特 に会議 中に)女 性 が立 ち入 ることは禁 じられてい

た。 集会所 は男性の政治の中心だか らである。

 各 母系氏族 に男性の リーダ ー(mωaanniich)と 女 性の リーダ ー(.finniich)が い るの も・

おそ らく,以 上の ような中心性の分離 と関係があ る。女性 リーダーには,氏 族の最年

長の女性(女 性の ヌーク)が な る。男性の リーダー(男 性の ヌーク)は 氏族 の政治の
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中心である。男性と女性の中心性の分離は,言 うまでもな く,家 庭内領域と政治領域

の区別を前提 とするが,家 庭内領域における中心性の象徴である女性の腹は,政 治領

域における中心性の象徴である男性の頭と対照されているように思われる。

 事実,ト ラックの各社会的 ・政治的 レベルの リーダーは 「頭」(〃潔痂θ)と呼ばれて

いる。 「島の頭」(〃疵伽 .飾の は総首長とその取 り巻きの有力者である。「村の頭」

(配編 γ6∫吻 ω)は ・村の首長(∫伽 ωooη)とその他の有力者である。 「母系氏族の頭」

@既 伽 吻磁63)は 氏族の男性 リーダ0(最 年長の男性)で あ る。頭はいず れ も政治

と結びついている。

 頭が政治的 リーダーの代名詞となるのは,頭 が沈着冷静な思考の座と考えられてい

るからである。それを傍証する次のような慣用句がある。

知識のある人だけが土地の頭

 α彦6伽87読  6観m�ngren メ翫4.

知識のある人 だけ  頭  土地(島)

 要 す るに,政 治 は知識 と思考の座で ある頭 に対応す る。

 トラ ックにはまた,日 本語の 「腹 を決め る」 とい う言 い方 にも似た,「 頭で考えた

ことを腹 で決 める」 とい う表現がある。感情 的で宗教的色彩を帯びやすい腹(ヌ ーク)

と異な り,頭 は感情を抑制 する冷静な思考 の座で ある。 言 い換えれば,「 腹の心」 と

対照的な 「石の心」を頭 は持 つ。

 前節 で述べたよ うに,石 を身体 に着 け るの は,優 れた入間のた とえで ある。頭 に置

いた石(滋 肋 θ6励oωππ また はm駝侔e maaz�)は,「 腹」 が 立 って もそ れ を抑制す る

意味を持つ。島,村,氏 族 の リーダ ーが ファウ ・トプ トプ(拶 ω耐 ψω刎ψω)と 呼 ば

れるの も,こ れを例証 して いる。 ファウ ・トプ トプ とは磨 いていない石 の ことで,一

見 した ところ何 の役 にも立 ちそうにないが,責 任を立派 に果たす人の ことであ る。 フ

ァウ ・トプ トプのように,目 だたず,お とな しく,頭 に石 を置いて いるかのよ うに動

かないで,怒 らない人 に リーダ ーの資格 がある。石が村 の政 治の中心,あ るいは集会

所 やファナ ンの中心 と深 く係 ってい るのは決 して偶 然ではない。石 は男性 の中心性 と

政治力の象徴なのであ る。

 以上 のように考察を進 めて くると,腹 の中心性は,も う一つ の中心である頭 との,

拮 抗,抑 制,バ ランスの上 に成立 して いることがわ かる。

 興 味深 いことに,こ の腹 と頭 の拮抗 と相補性の理念は,「 女 は理 由もな く感情的 に

怒 るが,男 は妻 を大事 にす るので罵 られて も耐える」 とい う,先 に紹介 した トラック

の男女観 に一致 す る。 同様 に,頭(沈 着冷静な男考 と感情抑制 の座)で 考え,腹(揺
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れ動 く心)で 決めるという腹優位の理念も,「女は偉い」という慣用句に示されるよ

うな,相 互に拮抗 しつつ依存 しあうトラックの男女観を反映 している。

 要するに,ト ラックの女性は,確 かに政治が男性の掌中にあるという観点よりすれ

ば周縁的であるが,妊 娠する腹を持つゆえに,人 間の生命とコスモスの秩序とを維持

・再生するための中心で もあるわけである。
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